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「
し
ち
か
は
通
信
」発

行
に
寄
せ
て

青
菜
若
葉
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
、
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
お
変

わ
り
無
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。

会
報
十
二
号
に
書
き
ま
し
た
　
「

会
員
相
互
の
親
睦
と
ふ
る
さ
と
真

田
町
と
の
交
流
を
計
る
」
　
目
標
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
度
、
み
な
さ

ま
へ
よ
り
多
く
の
情
報
を
適
時
に

伝
達
し
た
く
　
「
し
ら
か
ば
通
信
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

、
本
号
が
そ
の
第
一
号
で
、
年
に

二
回
位
の
発
行
を
考
え
て
お
り
ま

す。
し
ち
か
は
通
信
に
は
今
年
度
の

行
事
等
の
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す

、
ご
高
覧
く
だ
さ
い
ま
し
て
お
好

き
な
行
事
に
大
勢
が
ご
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
本
会
も
十
年
の
歴
史
を
緩
ま
し

た
が
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で
あ
り

ま
す
。
真
田
町
の
発
展
と
共
に
本

会
も
更
に
す
ぼ
ら
し
い
会
に
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
会
報
日
本
ダ
ボ
ス
」
　
（
年
末

発
行
）
　
や
　
「
し
ち
か
は
通
信
」
　
を

ご
覧
に
な
ら
れ
る
だ
け
で
も
　
「
ふ

る
さ
と
」
　
と
結
ば
れ
ま
す
。
私
達

は
思
い
出
多
い
ふ
る
さ
と
、
母
な

る
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

又
、
日
本
ダ
ボ
ス
、
し
ら
か
ば

通
信
は
会
員
み
な
さ
ん
全
員
の
意

見
交
換
の
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。
語

り
継
が
れ
た
美
談
、
書
き
残
し
た

い
物
語
、
よ
も
や
ま
話
、
お
知
ら

せ
、
等
々
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総
会
も
、
ふ
る
さ
と
訪
問
も
、

も
っ
と
も
っ
と
楽
し
い
行
事
に
し

て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

二
十
人
の
役
員
、
理
事
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に
属
し
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
切
に
お
顔
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
会
員
各
位
の

益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
会

　

長

　

　

三

井

芳

郎

事
務
局
報
告
と
お
願
い

昨
年
十
月
の
第
十
一
回
総
会
以

降
十
一
月
三
十
日
、
二
月
一
日
、

三
月
十
八
日
と
三
回
の
理
事
会
を

開
き
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
昨
年
の
総
会
の

反
省
と
次
回
総
会
の
構
想
、
日
本

ダ
ボ
ス
十
一
号
の
発
行
、
新
年
度

の
事
業
計
画
の
検
討
な
ど
を
行
な

っ
た
他
、
会
の
活
動
を
よ
り
活
発

に
進
め
る
た
め
に
理
事
会
の
中
に

分
野
別
の
部
会
を
作
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
っ

出
来
た
部
会
は
　
「
総
会
」
、
「

広
報
」
、
「
文
化
」
　
の
三
つ
で
す

広
報
部
で
は
　
「
日
本
ダ
ボ
ス
」

の
ほ
か
に
新
し
く
　
「
通
信
」
を
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
皆
さ
ん

が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
の
が
　
「
通

信
の
第
一
号
」
　
で
す
。

文
化
部
の
中
に
は
「
ふ
る
さ
と

訪
問
」
と
　
「
文
化
」
と
　
「
ス
ポ
ー

ツ
」
　
を
担
当
す
る
係
が
あ
り
、
理

事
全
員
が
分
担
し
て
活
発
に
活
動

を
始
め
て
お
り
ま
す
。

各
部
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

別
の
欄
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
で
は
真
田
中
学
校
の
改
築
工

事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
、
同
窓

会
が
体
育
館
の
鍛
帳
（
予
算
七
〇

〇
万
円
）
　
を
寄
増
し
た
い
と
の
こ

と
で
、
東
京
真
田
町
の
会
に
も
協

力
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
会
で
検
討
の
結
果
、
金
一

〇
万
円
を
寄
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

真
田
町
よ
り
　
「
菅
平
高
原
の
夏

の
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
と
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
」
　
を
皆
さ
ん
の
お
店
や
、
事

務
所
に
置
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
お
願
い
が
き
て
お
り
ま
す
。
可

能
な
方
は
左
記
ま
で
至
急
ご
一
報

下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

三
井
会
長
（
株
）
エ
ム
エ
ム
ア
イ

侃
〇
三
－
三
六
六
四
－
〇
三
六
九

配
〇
三
－
三
六
六
四
－
六
〇
六
三

山
口
事
務
局
長

新
御
茶
ノ
水
法
律
事
務
所

m
〇
三
－
三
八
一
五
－
三
三
四
四

陀
〇
三
－
三
八
一
五
－
三
三
四
一

山
口
元
彦
　
記
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蠣
十
二
回
総
会
の
ご
裏
内

会
場
・
日
程
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
総
会
出
席
者
の
ご
意
見
と
日
本
ダ
ボ
ス

の
近
況
報
告
な
ど
を
参
考
に
、
会
場
に
つ

い
て
は
交
通
の
便
・
会
場
の
広
さ
や
使
い

勝
手
を
考
え
、
ま
た
、
日
時
に
つ
い
て
も

数
回
の
理
事
会
で
検
討
の
結
果
左
記
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

記

開
催
日
　
平
成
十
一
年
十
月
十
日
（
日
）

会
　
場
　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

受
　
付
　
十
時
三
〇
分
～

総
　
会
　
十
一
時
～
十
一
時
二
〇
分

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

十
一
時
二
〇
～
十
二
時
一
〇
分

（
講
談
　
真
田
三
代
記
一
能
斎
貞
水

を
予
定
）

（
小
休
憩
）

懇
親
会
　
十
二
時
三
〇
～
十
四
時
三
〇

会
場
等
の
都
合
で
や
む
な
く
、
祝
日
か

つ
連
休
と
な
り
ま
し
た
が
、
年
に
一
度
の

総
会
で
す
万
象
お
繰
り
合
わ
せ
を
さ
れ
大

勢
の
ご
出
席
を
し
て
い
た
だ
き
、
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
す
が
故
郷
の
思
い
で
話
に

花
を
咲
か
せ
て
下
さ
い
。

懇
親
会
で
は
同
放
生
ど
う
し
で
テ
ー
プ

ル
を
囲
ん
で
お
ら
れ
る
人
達
、
別
の
テ
ー

ブ
ル
で
は
「
あ
な
た
は
私
の
同
級
生
の
弟

さ
ん
」
と
か
、
「
妹
さ
ん
で
す
か
」
な
ど

話
が
進
む
に
つ
れ
「
は
1
る
か
だ
な
い
」

「
い
ま
は
何
処
に
い
る
だ
い
」
な
ど
と
田

舎
言
葉
が
飛
び
交
う
楽
し
い
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
故
林
を
同
じ
く
す
る
人
達
の
集
い
な
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
会
の
詳
細
な
ご
案
内
は
八
月
頃
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
ご
予
定
を
し
て
お
い
て

下
さ
い
。
今
年
も
お
友
達
、
お
知
り
合
い
、
未
入

会
の
方
で
も
結
構
で
す
お
誘
い
合
わ
せ
て

ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

総
会
担
当
　
飯
島
義
道
　
記

文

　

化

　

部

楽
し
く
覿
鋼

ふ
る
さ
と
真
田
町
を
語
り
合
い
な
が
ら

の
お
た
の
し
み
r
義
貞
コ
ー
ス
J

帝
国
劇
場

八
木
節
の
女
（
上
州
か
か
あ
天
下
物
語
）

浜
木
綿
子
・
愛
川
欽
也
・
菅
井
き
ん

大
空
真
弓
　
ほ
か

九
月
公
演
　
S
席
一
二
．
〇
〇
〇
円

A
席
　
七
．
五
〇
〇
円

B
席
　
三
㌧
五
〇
〇
円

レ
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル

鹿
賀
丈
史
・
滝
田
栄
・
村
井
国
夫
・

岩
崎
宏
美
　
ほ
か

五
月
～
八
月
公
沫
S
席
一
三
．
五
〇
〇
円

A
席
　
九
．
〇
〇
〇
円

B
席
　
四
．
〇
〇
〇
円

明
治
座
梅
沢
富
美
男
魅
力
の
総
て

梅
沢
武
生
劇
団

八
月
公
済
　
　
A
席
八
．
五
〇
〇
円

B
席
三
．
〇
〇
〇
円

青
山
劇
場

ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男

松
本
幸
四
郎
・
鼠
　
蘭
・
上
条
恒
彦

松
た
か
子
　
他

九
月
公
演
　
S
席
一
二
．
〇
〇
〇
円

A
席
　
七
．
五
〇
〇
円

B
席
　
四
．
〇
〇
〇
円

参
加
希
望
者
を
募
り
ま
す
。

申
込
締
切
　
五
月
三
十
一
日

最
低
催
行
　
二
〇
名

申

込

先

　

F

A

X

　

又

は

　

は

が

き

〒
二
一
T
〇
〇
六
三

川
崎
市
中
廣
区
小
杉
町
丁
四
〇
三
・
四

パ
ロ
ス
一
〇
三

関

　

谷

　

義

　

久

詳
細
は
、
追
っ
て
、
お
申
し
込
み
を
い

た
だ
い
た
方
宛
に
お
知
ら
せ
敦
し
ま
す
。

；

＝

＝

＝

＝

＝

＝

一

＝

＝

＝

●

＝

＝

＝

＝

ニ

＝

＝

●

●

一

■

＝

●

＝

＝

＝

＝

〓

平
成
十
一
年
十
月
十
日

総
会
の
懇
親
会
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
「
講
談
　
真
田
三
代
記
一
艇
斎
貞

水
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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ふ
る
さ
と
訪
問

本
年
度
の
ふ
る
さ
と
訪
問
は
八
札
七
首

（
士
）
　
の
真
田
祭
り
に
あ
わ
せ
て
行
な
い

ま
す
。真
田
祭
り
は
町
民
ぐ
る
み
の
年
一
回
の

大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
夕
方
五
時
ご
ろ
に
町

民
こ
ぞ
っ
て
会
場
に
集
ま
り
、
始
め
に
真

田
太
鼓
・
鉄
砲
等
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
は
開

始
さ
れ
ま
す
。

各
部
落
か
ら
は
子
供
神
輿
等
た
く
さ
ん

操
り
出
し
た
り
、
プ
ロ
の
歌
手
等
の
出
演

す
る
歌
謡
シ
ョ
ウ
、
盆
踊
り
等
の
後
花
火

大
会
と
な
り
ま
す
。
特
に
夜
空
の
澄
ん
だ

山
間
に
咲
く
花
火
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

す。
当
日
の
行
程
は
、
上
田
駅
前
に
十
時
頃

に
集
合
し
、
車
に
て
別
所
の
北
向
観
音
を

参
拝
、
昼
食
は
前
山
寺
の
籠
光
院
で
精
進

料
理
を
と
る
予
定
で
す
。

午
後
は
近
く
の
美
術
館
を
見
学
し
、
真

田
町
の
真
田
山
長
谷
寺
（
真
田
幸
軽
公
夫

妻
・
昌
幸
の
墓
所
）
　
を
参
拝
し
、
夕
方
町

内
の
レ
ス
ト
ラ
、
／
「
森
林
」
に
て
夕
食
を

と
っ
た
後
、
奥
州
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
行
き
ま
す
ゥ

花
火
大
会
は
九
時
頃
に
終
了
し
ま
す
。

実
家
等
に
宿
泊
さ
れ
る
方
は
そ
の
場
で

解
散
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
皆
さ
ん

は
菅
平
高
原
に
て
宿
泊
す
る
予
定
で
す
。

翌
日
は
九
時
ご
ろ
か
ら
菅
平
高
原
に
新

設
さ
れ
た
町
営
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」

や
電
波
望
遠
鏡
な
ど
を
見
学
し
て
、
十
三

時
頃
上
田
駅
で
解
散
の
予
定
で
す
。

参
加
費
用
　
（
昼
・
夜
食
事
代
含
む
）

菅
平
宿
泊
者
　
一
三
、
〇
〇
〇
円
位

そ
の
他
の
方
　
　
四
、
0
0
0
円
位

皆
様
方
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し

上
げ
ま
す
。

参
加
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
詳
細
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
先
〒
一
六
八
－
〇
〇
六
三

杉
並
区
和
泉
四
・
四
二
主
三
・
三
〇
一

荻

　

原

　

啓

　

治

m
　
〇
三
・
三
三
一
五
・
五
九
三
〇

携
帯
〇
九
〇
・
八
四
四
二
・
二
三
一
七

申
込
締
切
　
　
七
月
二
十
五
日

荻
原
啓
治
　
記

ス
ポ
ー
ツ

真
田
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
食

今
年
の
大
会
は
六
月
二
〇
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
真
田
町
や
各
方
面
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
プ
レ
ー
し
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
和
歌
山
県
の
姉
妹
都
市
「
久
産

山
町
」
　
の
方
々
も
参
加
さ
れ
る
と
の
こ
と

、
当
会
会
員
の
皆
様
に
も
ご
参
加
賜
り
た

く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

参
加
申
込
の
方
に
は
詳
細
を
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。

月
日
　
平
成
十
一
年
六
月
二
十
日
（
日
）

会
場
　
菅
平
高
原
カ
ン
ト
リ
ー

現
地
集
合
・
現
地
解
散

費
用
　
各
や
人
持
ち

約
二
〇
．
〇
〇
〇
円
位

申
込
締
切
　
　
五
月
三
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
ふ
る
さ
と
訪
問
と
同

荻

　

原

　

啓

　

治

　

迄

秋
十
月
頃
に
は
「
東
京
真
田
町
の
会

」
の
ゴ
ル
フ
大
会
を
計
声
し
て
い
ま
す

の
で
お
楽
し
み
に
い
て
下
さ
い
。

尚
、
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

会
報
十
一
号
で
紹
介
し
た
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
の
大
会
を
左
記
に
よ
り
計
画
を
し
ま

した。老
若
男
女
ど
な
た
に
も
簡
単
に
遊
べ
ま

す
、
用
具
は
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ス

ニ
ー
カ
ー
等
軽
い
靴
で
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記

月
　
日
　
平
成
十
一
年
五
月
二
九
日
（
土
）

場
　
所
　
新
座
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会

野
火
止
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

集
合
所
　
武
蔵
野
線
　
新
座
駅
　
前

時

　

間

　

午

的

　

十

時

プ
レ
ー
　
午
前
　
十
時
三
十
分
～

十
二
時
三
十
分

費

　

用

　

用

具

代

　

　

￥

三

〇

〇

円

プ
レ
ー
代
　
￥
五
〇
〇
円

募

集

人

数

　

　

　

二

〇

～

三

〇

名

申
込
締
切
　
　
五
月
二
十
五
日

申
込
先
　
凪
〇
四
二
六
・
七
七
・
七
一
二
二

軋
〇
四
二
六
・
七
四
・
九
二
〇
四

大

久

保

　

治

　

夫

参
加
の
方
に
は
詳
細
を
送
り
ま
す

プ
レ
ー
に
は
約
二
時
間
程
掛
か
り
ま
す
、

飲
食
の
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

ご
用
意
下
さ
い
。
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真
田
町
の
行
事
の
紹
介

菅
平
高
最
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

愛
称
サ
ニ
ア
パ
ー
ク
菅
平
が
5
月
2
1
日

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す

5
月
2
2
　
（
土
）

☆
東
信
地
区
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

☆
有
森
格
子
選
手
と
走
る
菅
平
5
』
マ
ラ
ソ

ン
　
（
申
込
方
法
は
当
日
午
前
1
1
時
よ
り
メ

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
受
付
ま
す
、
小
中
学
生

1
0
0
円
、
高
校
生
以
上
5
0
0
円
、
参

加
者
全
員
に
T
シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
宣
言

☆
釜
本
邦
茂
氏
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

☆
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
世
界
ク
ラ
ブ
選
手
権

5
月
2
3
　
（
日
）

☆
二
人
三
脚
マ
ラ
ソ
ン

☆
親
善
ラ
ク
ピ
ー
試
合
（
全
早
稲
田
対
全
法

政）
☆
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
世
界
ク
ラ
ブ
選
手
権

5
月
2
9
日
（
土
）
　
3
0
日
（
日
）

☆
帝
京
高
校
な
ど
全
国
大
会
出
場
の
8
チ
ー

ム
に
よ
る
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
抜
親
善
大
会

同
い
合
せ
・
申
し
込
み

真
田
町
観
光
振
興
協
会
事
務
局

凪
　
0
2
6
8
－
7
2
－
2
2
0
4

菅
平
高
殿
カ
ン
ト
リ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

入

　

場

　

　

無

　

料

日
　
時
　
　
6
月
6
日
　
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
　
所
　
　
菅
平
高
原
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

同
い
合
せ
　
菅
平
高
原
観
光
協
会

凪
0
2
6
8
・
7
4
・
2
0
0
3

以
上
さ
な
だ
ま
ち
広
報
よ
り

新
規
会
員
の
勧
誘
の
お
願
い

平
成
1
1
年
3
月
末
の
会
員
数
は
約
6
5
0

名
で
す
、
新
し
い
会
員
の
募
集
を
し
て
お
り

ます。皆
様
の
お
知
り
合
い
で
会
員
に
な
っ
て
お

ら
れ
な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
是
非
と
も
会
員

の
勧
誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

出
身
地
を
事
務
局
、
又
は
、
も
よ
り
の
理
事

ま
で
ご
連
絡
頂
き
た
く
お
頴
い
し
ま
す
。

総
会
案
内
の
発
送
前
（
7
月
末
）
迄
に
お

願
い
出
来
れ
ば
大
変
好
都
合
で
す
。

尚
、
総
会
当
日
に
お
誘
い
下
さ
っ
て
も
結

構
で
す
、
そ
の
時
は
準
備
の
都
合
も
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

原

稿

の

お

願

い

日
本
ダ
ボ
ス
十
二
号
の
原
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
思
い
出
、
感
想
、
紀
行
文
、
近
況
な
ど

、
最
大
二
．
五
〇
〇
字
以
内
、
長
い
も
の
短
い

も
の
ご
自
由
で
す
。
左
記
編
集
部
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
原
稿
の
締
切
は
平
成
十
一
年
九
月
未
で

す。〒
一
九
二
－
〇
三
五
四

東
京
都
八
王
子
市
松
が
谷
二
五
－
一
－
一
〇
三

大
久
保
　
治
夫

妨

珊

集

後

記

会
員
の
皆
さ
ん
に
今
ま
で
以
上
に
会
の
諸
々

の
活
動
に
参
加
し
て
頂
く
た
め
に
、
新
し
い
新

開
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
原
稿
は
各
部
の

部
長
が
書
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
タ
イ
ト
ル
に

つ
い
て
は
編
集
に
入
っ
て
か
ら
あ
れ
や
、
こ
れ

や
と
相
談
の
結
果
「
し
ち
か
は
通
信
」
　
と
決
ま

り
、
デ
ザ
イ
ン
も
色
々
と
検
討
し
た
が
、
シ
ン

プ
ル
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
ご
覧
の
も
の
に
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
目
標
の
五
月
上
旬

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
ぅ

何
分
準
備
不
足
も
あ
り
不
行
き
届
き
の
点
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
、
お
気
す
き
の
こ
と
や
、

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
編
集
部
ま
で
ご
連
絡

お
願
い
し
ま
す
。


